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大阪大学超域イノベーション博士課程プログラム

プログラム案内



大阪大学はOUマスタープラン2027のもと、社会との共創を

通して、地域から世界全体に及ぶさまざまな課題を解決し、「生

きがいを育む社会」を創造する大学となることを目指していま

す。従前とは異なる「コロナ新時代」を迎えた社会の中で、大阪

大学で育まれる「知性」、「英知」を結集して、科学技術・学術、医

療制度、経済システム、会社組織、コミュニティ、個人の生活や

価値観等を抜本的に転換する新たな社会の仕組みを創り出す

ことで、個々人が社会で活躍できる寿命を延伸させ、あらゆる

世代がその多様性を活かすことで社会を支え、豊かで幸福な

人生をすべての人が享受できる社会を実現する。それが大阪

大学の目指す理想の社会像です。

このような状況において、高度な人材の育成を担う大学院教

育には従来から専門研究、学際研究に加えて、社会における諸

問題の本質を捉えた上で新たな課題を見つけ出し、立場を超

えて解決策を共創していく「社会と知の統合」を担う人材の養

成が求められています。超域イノベーション博士課程プログラ

ムは、大阪大学が2012年度から開設している大学院の特別プ

ログラムであり、「社会と知の統合」に資する大学院教育の“さ

きがけ”です。本プログラムでは、文理を超えた14の研究科か

ら選抜された履修生が集い、在籍研究科での専門性の探求を

基軸として、専門や立場の“境域”を超え、ものごとの本質を捉

える俯瞰力と、未知で複雑で困難な課題の解決に挑んでいく

実践力を育んでいく独自のコースワークが展開されています。

大阪大学では、多様な人々との関わりの中で問題の本質に

アプローチする手法と経験を獲得し、それにより社会の様々な

方面で新たなキャリアパスを拓いていきたい、そのような未来

に向けたチャレンジを志す大学院生の超域イノベーション博士

課程プログラムへの応募を待っています。

大阪大学総長 西尾 章治郎

大阪大学が目指す新たな大学像

さきがけとしての

「超域イノベーション博士課程プログラム」
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専門分野を深め、専門家を育成する教育（これまでの大学院教育の方向性）

いくつかの異なる学問・研究分野からなる複合領域を学修する

社会課題に対する解決に向けての実践的な取り組みを通じて学修する教育

学際融合・社会連携を指向した双翼型大学院教育システム
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社会と知の関係をめぐる最近の動向
今日の社会はいろいろな意味で大きな変動期にあります。サイバー空間とフィジカル空間が高度に融合する第4次産業革命

の到来や人工知能の進展のもと、世の中のしくみが組み変わり、求められる人材や職種が大きく変化することが予測されていま

す。新たな科学技術や産業の進展に向けて、我が国の科学技術政策では、様々なものやことが相互につながる連鎖のもとで世

の中や生活が従来とは異なる水準で豊かになる超スマート社会、Society 5.0が展望されています。

そのような明るい未来像の背後では、国連において、貧困や飢餓、福祉や教育、生活や都市の環境、地球環境の持続可能性、

平和と公正など、従来は個別的に取り上げられてきた各種の課題を包括的に取り上げ、それらの関係性をも含めた解決を目指

そうとする持続可能な開発目標、Sustainable Development Goals (SDGs)が人類共通のアジェンダとして設定されています。

社会と知の関係がたどってきた道
世の中が至るところ、農村であった17世紀の代表的哲学者Gottfried Wilhelm Leibniz (1646-1716)は、微積分法の考案者

であり、世俗的には国家官僚でもあり、時として商人でもあり、宗教家でもありました。往時の知識人とは、程度の差こそあれ、そ

ういうものだったのです。

それに対して、18世紀半ばに起こった動力源の刷新は産業革命を起こし、世の中を一変させます。産業の躍進は、裏を返せば、

人々が担う役割を個々に専業化し高度化することでした。知の拠点としての大学も、そのような分業に呼応するかたちで専門を

分化させ、領域毎の専門家を育成する装置となっていきます。分業がさらに進み、大量生産のもとで市民社会が形成され、社会

の課題はより複雑になりました。知の世界では、複雑化した課題に対応していくべく、技術経営、医工連携などを典型として、様々

な知を融合することも時代の流れになってきています。

今日の社会では、新たな価値の創出に向けて、産業界では知識のソースを社外に限らず大学にも求めようとするオープンイノ

ベーションの動きが活発になっています。先端科学では研究者がグローバルに連携してより深い知の世界に挑んでいくオープン

サイエンスが求められています。しかしながら、社会課題の多様化や複雑化は留まるところを知らず、様々な矛盾がより深いレベ

ルから浮かび上がってきています。旧来からの知の営みは分断された専門領域毎に進められ、せいぜい、明確な課題に対して近

接する領域間での融合が行われるに留まっていましたが、複雑で困難な幾多の状況を克服する上で、各方面でそのような営みを

超える転換点を描き出すことが求められています。

社会と知の統合とは？
上記の現実に対して、社会と知の世界を股にかけ多方面で活躍したLeibnizは、どのような形で今に蘇るのでしょうか？

Society 5.0として展望され、SDGsが挑もうとしている未来では、今では当たり前となっている社会での分業の体制や知の世

界における専門分化のあり様がイノベーションに向けた限界として立ちはだかります。社会の現実に対して専門を超えた俯諏力

で立ち向かい、未知なる状況に入り込んで、その解釈の中から解くべき課題を着想し、独創的な関係性を描き出す。そのもとで、

深い専門性を軸としながらも様々な専門性との横断的な知の営みにより転換点を構想することから始め、社会で新たな価値を

生み出す「社会と知の統合」が求められ始めています。

この“統合”の担い手には、基軸となる自身の専門における深い力、様々な知の力を縦横無尽に使いこなす力、はるかにスケー

ルの大きなビジョンやストーリーを描いていく力、そのもとに人々が集い、共に動いていく力、……、それらの総体として未来への

挑戦を牽引していく力が求められます。様々な専門の人々が織りなすシンフォニーのコンポーザーでありコンダクター、それが未

来のLeibnizなのかもしれません。

超域イノベーション博士課程プログラムでは、各研究科・各専門分野で培われる深い専門力を基盤として、末来のLeibnizに

求められる新たな道を創っていくための知識やスキル、力量に向けた“もう一つの基盤”を独自のコースワークにより身に付けて

いくことができます。
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変貌する社会と知の世界、

それらの関係「社会と知の統合」が

求められる未来
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「超域イノベーション博士課程プログラム」※１は、大阪大学の 研究科に在籍する大学院生の中から

選抜された履修生が集い、「社会と知の統合」の担い手へと 育っていくところ

本プログラムは、ひとりひとりの学びを展開しながら、新たに学ぶべきことを把握し、さらに必要となる知識を修得するという循環の中で、

統合的な学びを達成することを目指しています。コースワークでは、現実の課題がどこにあるのかを発見するための調査力や理解力を高め、

専門に裏づけられた確かな知識と応用力を修得し、そして高度な知識を実践の中で活かすことのできる汎用的なスキルを磨いていきます。

教育カリキュラムの基本構成 コースワークの概要

コースワークの特色

超域イノベーション博士課程プログラムは、「社会と知の統合」を担っていく高度人材を育成する、5年制博士課程（博士前期課程・博士後期課程の区分
制および5年一貫制博士課程。一般には4年制学部卒業者が進学する。）および医歯薬系等の4年制博士課程（一般には6年制学部卒業者が進学する。）
に在籍する学生に対する副専攻方式の特別プログラムです。本プログラムの5年間ないし4年間の課程は下記の2つのコースに分かれています。

Basicコースの履修にはAdvancedコースへの進学を前提とする本履修生とAdvancedコースへの進学を前提としない準履修生の2つの形式があります。
2年制の修士課程に在籍する学生はBasicコースの準履修生の場合に限り履修することができます。

※1 本プログラムは大阪大学大学院学則第5条の6に規定されている博士課程教育リーディングプログラムの一つとして開設されています。
※2 博士課程（5年制・4年制）の1~2年次と修士課程も該当します。
※3 博士課程（5年制・4年制）の3年次以降も該当します。博士課程（4年制）の場合、期間は2年間になります。
※4 Advancedコースの定員に空きがある場合のみ実施します。
※5 Basicコース・ラーニングの部分は同第5条の7に規定されている大学院副専攻プログラム・大学院高度副プログラムに位置付けられます。

本プログラムは、文理を横断する多様なバックグラウンドを持つ履修生が、専門や学年を超えて共に主体的に参
画しながら切磋琢磨できるよう、学修の進展に応じた様々な規模のワークショップやプロジェクト学習による授業
をコースワークに整備しています。

本プログラムでは、海外などでの経験を得る機会をコースワークに整備しています。履修生は、先進国の訪問だ
けではなく、いわゆる開発途上国での体験なども通じて、社会と知の統合の担い手に相応しい素養を身に付け
ることができます。

本プログラムでは、企業や行政などの学外の課題提供者と連携し、社会課題を発見し、それを解決へと導いて
いく力を身に付けるためのプロジェクト学習を学修の進展に応じてコースワークの各段階に整備しています。

（ 5年制博士課程在籍者の場合／科目等は主要なものを抜粋 ※2019年度のものです ）

フィールド・プロジェクト

海外フィールド・スタディ

Basicコースもしくはそれに相当する基盤に社会での
実践に関わる基盤を重ねながら、一連の基盤を深化
させ、博士論文研究ともつなぎ合わせていくことによ
り、社会の知の統合を推進するための総合力を養う

社会における状況を俯瞰して課題を発見する
力、課題を統合的に解決していく力に関わる
基盤を養う

自主活動
などの機会

超域イノベーション博士課程プログラム※1コースワーク

●海外での実践活動
●チューター教員制度などによる多角的な学習の支援

●課題設定・解決能力の基礎を修得するためのワーク
ショップ・プロジェクト型授業

●社会における課題のあり様や専門を社会で活かすため
のスキルに関する授業

●自主的活動への経費支援（審査あり）
●学生提案による社会実践の取組み

●企業等と連携した社会課題についての実践的なプロ
ジェクト学習の授業

●総合力を養うことを目的として、社会における具体的な
実践の場において履修生が自主的に企画・実践に取り
組む授業

●チューター教員制度などによる多角的な学修の支援

Basicコースもしくはそれに相当する基盤に社会での実践
に関わる基盤を重ねながら、一連の基盤を深化させ、博
士論文研究ともつなぎ合わせていくことにより、社会と知
の統合を推進するための総合力を習得するコースワーク

博士後期課程（３年間）博士前期課程（２年間）

在籍研究科での専門教育 在籍研究科での博士論文・研究

（５年一貫制）
学位記にプログラム修了を付記

【修了】

超域 副専攻/副プロ
【修了】 本履修生がBasicコースを修了した場

合、選抜試験を経ずAdvancedコース
へ進学可能です。

５年
一貫制
について

Basicコース
履修生選抜

Advancedコース
履修生編入選抜



課題解決力の総合化

Advancedコース

社会と知の総合の担い手としてのキャリアパス

グローバルエクスプローラ
（2年次：約3週間）

2014年度 ブータン

2015年度 マーシャル諸島

2018年度 インドネシア

2013年度 スリランカ
国連欧州本部

（スイス・ジュネーブ）

ケンタッキー大学
（米国・レキシントン）

Grapesyard School
（ケニア共和国・ナイロビ）

海外フィールド・スタディ
（1年次2月～3月：約２週間）

社会との
関わり合いを自覚し、
実践型へとつなげる

ネット
ワーキング

キャリア
開発準備

インターン
シップ構想

アクション
プラン作成

人が生きる
本質を
見つめる

国境を
越える

文化を
超える

言葉を
超える

立場を
超える
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事前学習を経て、海外等での
数週間の研修を行います。文
化的、政治的、社会的、経済的
に異なる背景の人々が暮らす
地域を訪問し、普段ふれあうこ
とのない他者と対峙し、その社
会の課題をともに考えることを
通じて、自分自身の価値観を
相対化し、世界の多様性を理
解します。

※新型コロナウイルス感染症の影
響により、本科目はオンラインで
の実施または不開講となる可能
性があります。

海外フィールド・スタディ （本履修生のみ対象）

各履修生がそれぞれの関心や必要性に応じて国内外の企業や
大学、非営利団体(NPO、NGO)、国際機関などを単身で訪問し
ます。訪問で得た知見やネットワークなどを踏まえて、将来の諸
活動やキャリアの展開に向けたアクションプランを作成し、キャ
リア形成のイメージを構築し具体化します。

グローバルエクスプローラ （本履修生のみ対象）

Basicコース （1～2年次の様々な科目）

社会における実際の課題解決のあり様をケースとして議論することを通じて課題の
発見からコンセプトの創造、解決案の実装に至る過程の実際についての理解を深
めていく授業です。

実際の課題解決においてシステム思考やデザイン思考、プロセスコントロール
などがどのような意味を持っていたかを認識します。

各ケースについてのワークショップ型の演習を通じて、鍵となるポイントを的確
に理解し、各種の考え方の理解を深めます。

異なるケースについての授業を交差させることを通じて、社会課題と課題解決
が多様であることを理解していきます。

課題解決ケーススタディ

社会との関わりの中で課題解決に挑むことを通じて、社会課題に潜む要因や意味の
広がり方、それらへの対処方法についての理解を深めるプロジェクト型演習です。

企業／自治体／NPO等から提供いただいた身近な課題への取り組みを通じ
て、社会における境域の有り様にアプローチします。

これまでの授業で培った考え方・手法を統合し、数週間程度の短期プロジェクト
の中で実際の社会問題に適用する過程で理解の深化を促進します。

フィールド・プロジェクト

2年次

異分野の人材と連携し、チーム活動によってより良いアイデアを
創出して問題を解決するための手法を学ぶ授業です。

チームで協働し、所定の目的を達成するために有効な“デザ
イン思考”によるプロセスコントロールを習得します。

共感·理解、問題定義、アイデア創出、プロトタイピングという
プロセスを迅速に繰り返すことが問題解決のために必要で
あることを理論の面から理解します。

デザイン思考

超域イノベーション博士課程プログラム全体についての導入科目です。超域イノ
ベーションの実現に向けて下記について総合的に論じます。

未知で複雑で困難な課題の解決を導くために様々な境域を超えたイノベー
ションが求められている現代社会やその将来像。

その具体的論点としての知の拠点である大学と知が展開される社会との関係。

本プログラムが現代社会の課題に対する大学側の一つの応答を目指している
こと。

超域イノベーション序論

複雑な問題の構造を把握し、全体最適を目指すための基本的手法を理論と実践の
両面から習得する授業です。

複雑な対象を、要素とそれらの間のつながりや相互関係により整理して理解す
る“システム”という考え方を身につけ、その考え方を自在に操れるようになるこ
とを目指します。

ループ図等の手法を駆使し、“システム”という視点のもとで、対象の全体を俯轍
的に捉えて、問題解決の鍵となる根本の特定と効果的な切り口の発見を実行す
るための方法論を学びます。

システム思考

1～2年次の科目例

1年次

超域イノベーション・アクティビティのねらいと位置付け

フューチャー・デザインとは、世代を超える未来に関わる課題に
対処し、持続可能な自然と社会を将来世代に引き継いでいくた
めのさまざまな社会の仕組みをデザインする試みや実践です。

フューチャー・デザインの考え方や意義について理解します。

自治体等での応用実践例について、現場の担当者等との対
話やグループワークを通して学びます。

フューチャー・デザイン
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Advancedコース(3年次～）のコア科目：
超域イノベーション総合

超域イノベーション総合は、社会における実際の問題を取り上げ、状況の理解から問題の定義、その問題に対する解決策（フューチャー

プラン等）の立案に取り組む、7ヶ月の長期プロジェクト演習です。本プロジェクト演習を通して、カリキュラムや専門研究でこれまでに学ん

できた知識と経験とを結びつけ、さらに全く新しい、より複雑な状況で適用できるようになるための総合的な学びを目指しています。

具体的には、企業／自治体／NPO等に具体的な領域やフィールドをもった課題提供機関として御協力いただいています。多様な研究

科から集まった超域プログラム履修生は、学際的な大学院生チームならではの、枠に囚われない発想で未来の姿を描きます。そして、現場

観察やフィールドワーク、調査、プロトタイピング、検証をくり返しながら、現在の延長線上にはない“新しい価値創出”の提案に挑戦します。

コースワークの概要

超域イノベーション総合でのプロジェクト課題

課題提供機関と学生の初顔合わせで
す。企業／自治体／NPO等の概要、プ
ロジェクトとして取り組む課題とその背
景についての説明を受けた後、課題提
供機関との打ち合わせを行い、今後の
方向性や予定を議論しました。

キックオフ
プロジェクトの進行段階に合わせて、
週に1回のペースで30分程度のレク
チャーを受けました。レクチャーの中で
は教員から各段階に必要な考え方、手
法等の補足が行われました。

進捗報告
7月には教員へ向けての進捗報告会を行
いました。教員からのフィードバックを受
けて計画を修正するとともに、異なる課
題に取り組む他のチームの進捗を知るこ
とでモチベーションが喚起されました。

ミニレクチャー
11月初旬には再び教員に向けた進捗報
告会を行い、最終提案の素描を提示しま
した。プロジェクトの終結に向けて必要
な事項の洗い出しを行いました。

進捗報告書
プロジェクトの集大成として課題提供機関の関係者を招き、
最終的な提案内容の発表を行いました。これまでに学んだ
知識・技術を駆使して行った8ヶ月に渡る調査と議論を通じて
見えてきた課題の本質を明らかにし、新たな価値を創造する
ビジョンとそれを実現するための実行プランを提案しました。

最終発表会
プロジェクト終了後、8ヶ月間の活動を通
して得たそれぞれの学びの振り返りと共
有を行いました。また活動を行った現地
へ訪問して多くの関係者へ提案内容の
紹介を行い、広く意見をいただきました。

ふりかえり中間報告会

充実したフィールドワーク、文献調査、プロトタイピング

活動期間中は課題内容への理解を深めるため、文献調査とともに現地でのフィールドワークを行い、現地で行われている活

動への参加やインタビュー等を実施しました。綿密な調査を通じて課題を問い直し、課題そのものだけでなくその背景へも洞

察を深めました。教室に留まらないフィールドワーク、何度も繰り返した議論、アイデアのプロトタイピングを通じて問題の本

質ヘアプローチする提案を目指しました。

●全体フロー

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2020年度 2022年度2021年度2019年度

●ビジネスエリアの総合的な魅力向上●ビジネスエリアの総合的な魅力向上

●新興国向けの廃棄物
　処理の研修プログラム
●新興国向けの廃棄物
　処理の研修プログラム 新興国

環境

●地方中堅メーカーの
　新規事業創出手法
●地方中堅メーカーの
　新規事業創出手法

●アバターロボットを
　活用した新たな
　大学教育

●アバターロボットを
　活用した新たな
　大学教育

新製品

ローカル
ビジネス

●持続可能な将来社会の
　ための地域共創イベント
●持続可能な将来社会の
　ための地域共創イベント

●循環型社会へ向けた
　「ごみゼロのまちづくり」
●循環型社会へ向けた
　「ごみゼロのまちづくり」

理解・共感

6月 7月 8～9月 10月 11～12月 1月 2月

課題定義・素案作成 中間発表 素案作成・検証 骨子づくり 最終発表 報告書作成

10月中旬に課題提供機関である企業
／自治体／NPO等の関係者を招き、プ
ロジェクトの進行度合いを報告しました。
ここでは各チームが実施した調査の結
果や定義した問題、解決のプロトタイ
プを発表し、関係者からフィードバック
をいただきました。いただいた意見をも
とに方向性の修正および最終提案に
向けた進行計画の調整を行いました。

地域
過疎

●地域振興と住民の日常
　生活を両立させる施策
●地域振興と住民の日常
　生活を両立させる施策

●10年後の美しさをつくる
　化粧のあり方
●10年後の美しさをつくる
　化粧のあり方

●自然と人間が共生できる
　未来の都市公園
●自然と人間が共生できる
　未来の都市公園
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超域イノベーション総合 ｜ 2022年度実施プログラム成果

鶴見緑地公園は大阪市北東部
に位置し、1990年には「自然と人間との共生」をテーマとした花博が開催された都市公園です。ところが、
122haもの広大な敷地を有し、市外からのアクセスもしやすく、豊かな自然に恵まれ、様々なポテンシャルを持
ちながらも、その魅力を最大限に活かすことはできていません。本課題ではポストコロナを見据え、ライフスタ
イルや社会情勢の変化にも寄り添いながら地域の魅力を創出するオープンスペースの提案が求められました。

多様なライフスタイルに合ったオープンスペースとは？

COVID-19の収束が不透明な社会情勢の中、公園や広場などの緑のオープンスペースは、コミュニ
ケーションづくりの場として、その役割や在り方が様々に変化しています。本課題では鶴見緑地公園を対
象地として、公園および周辺の歴史や現況、そしてオープンスペースの使われ方について調査を行い、
公園管理事業の更新期となる2040年に向けた公園のグランドデザインを考案しました。

履修生は公園の立地特性や
利用実態、周辺の開発計画等を分析し、子育て世代や高齢者を中心とした地域住民をターゲットに設定
しました。そして、公園の抱える課題として、かつて賑わいを見せていた花博跡地が豊かな自然に恵まれ
ているにも関わらず、アクセスが悪く、高低差のあるエリアであるために利用者が寄り付かず、施設老朽
化のために活用されずデッドスペースとなっている事、また、公園全体の平日利用者が少ない事に着目し
ました。これらの要素を掛け合わせ、多種多様な自然の恵みと食を通して、人と人とがつながる「森のキッ
チンPJ」を展開し、園内に点在する既存のサービスやスポットが花博跡地エリアを中心とした自然と食の
サイクルでつながり、地域住民が集う新たな場となる、持続可能なオープンスペースとして提案しました。

花博のレガシーを拠点とした「自然×人」のつながり

自然と人間が共生できる未来の都市公園を
デザインせよ 課題提供者：大和リース株式会社

●活動概要＆成果

都市公園法が段階的に改正され、公園活用事業やP-PFIは大阪を中心に活
発になっており、今回はレンコン畑→都市ごみ最終処分場→花の万博→公園
と変遷してきた鶴見緑地の未来都市におけるあり方を模索してもらいました。
公園は多世代のコミュニティーをデザインできる場であるからこそ、周辺の
生活環境への影響が大きく街の核となる存在です。いただいた提案は実現可
能かどうか以上に未来ではどうあるべきかを考えたものであり大変満足してい
ます。鶴見緑地のこれからが公園という概念の未来に繋がっていくよう、今回
いただいた提案を活かせればと思います。

●課題提供者からの声
考え方の異なるプロジェクトメンバーとともに、全く専門外の課題に取り
組む状況だったため、進捗が良くない事や、意見が衝突する事もありまし
た。そうした中でも、考える方法から議論して皆が納得できる方法で課題を
整理する事、専門外の文献でも読んでみる事、何度も公園に出かけ見た現
象を議論する事などを通して、考え方の違いや専門性の壁を乗り越えよう
と奮闘してきました。「”超域”ってこうゆうことなのかな」と思えるような貴重
な経験ができた事、多くの方々に支えられ、先方に満足頂く提案ができた事
に、大変感謝しています。

●履修生チームの声

化粧は自分のためにおこなうのか、それとも自分以外の誰かのため
におこなうのでしょうか。まず取り組んだのは、人はなぜ化粧をするのかという、基本的な問いでした。化粧
によって自信や満足感が得られる一方で、時と場所を選んで化粧をしなければならないとき、私たちは化粧
を「させられている」ことになります。そうなると、美しさを考えるには、個人と社会との複雑な絡まり合いと、
そこでの生き方を解きほぐしていく必要が出てきます。
履修生チームは、化粧をとおして垣間見える複雑な社会状況に翻弄されながら、現代をとりまく「個人化」
の傾向に焦点を合わせました。決して手の届かない理想的な美を追求し続けることから、自分らしくなるこ
とへの転換。誰からも強制されることのない、自由な生き方。そうした価値観が、これからの美しさに必要な
条件ではないかと考えたのです。しかし、問題はそこで終わりません。「自分らしくあれ」という要請は、とき
に息苦しさを作り出す原因ともなるからです。自分らしさを実現することは、決して容易ではありません。

自分らしくあることの困難

美しさの探究は、人類の普遍的な営みであると同時に、時代によって移り変わるライフスタイルや、そのと
きどきの流行を映し出す文化的実践でもあります。では、少し先の未来において、美しさの探究はどこまで
が不変であり、どこまで変化しうるでしょうか。本課題では、化粧という日々の行為に目を向けて、これから
の社会で望まれる「美しさ」とはどういったものか、またそれを実現させるために企業や化粧品開発にでき
ることは何かを検討しました。

これからの化粧品開発は、この自分らしさという問題にどう向き合っていけるのでしょうか。少なくともそれは、手の届か
ない理想を提示したり、画一的なイメージを流布させたりすることではなさそうです。個々人の生き方を抑圧する「美しさ」を手放して、ひとりひとりが行動できる自分
になること。それが、これからの化粧の基本コンセプトなのではないか考えるに至りました。最終報告の場では、このコンセプトに即したかたちで、忙しい日 を々過ご
すある女性のペルソナを設定し、日常のなかでふとした行為を触発するような化粧品のアイデアを複数提示しました。

美しさの条件と基本コンセプト

10年後の美しさをつくる化粧のあり方
●活動概要＆成果

課題に一年間取り組み感じたのは「一緒に取り組んでいくうちに自身の中
で状況が整理・統合されていく」という感覚でした。提案された社会分析には
個人化、多様化、抑圧化、規範化というキーワードがあり、それ自体は抽象度
の高いものでしたが、議論していくうちに部署のそれぞれ異なる参加社員各
人の中で自身の業務にどう結び付けられそうかをつかみ、その知見を持ち帰
ることができました。
議論を通じているうちに、自分の業務でいうとこういうことになるな、と知識
がつながっていく発見は非常によい経験となりました。

●課題提供者からの声
「10年後の美しさをつくる化粧の在り方」を考える中で、当初は各々が思う美
の在り方に乖離があり、方向性が定まらず苦戦しました。文献を探り、アイデ
アの発散・収束を繰り返しては原点に立ち戻る中で、ふとした瞬間に全員が
納得するコンセプトを打ち出せた時は、一気に視界が開けたような感覚に襲
われ鳥肌がたちました。そこからは、学術的な知見から提案するコンセプトの
裏付けをとり、アカデミアならではの長所を生かした最終報告ができたと思
います。今回の貴重な経験は、今後の研究活動や超域イノベーションを起こ
す糧になると確信しています。

●履修生チームの声

課題提供者：株式会社資生堂

移住を見据えた地域への誘客とそれによって生じる弊害とい
うジレンマを解消するため、履修生チームはUターン/Iターンを先に見据えたリピー
ター（関係人口）の獲得に焦点を当てるべきだと考えました。観光客が地域住民と生
活体験をともにする農泊を中心とした取り組みを通じて「見知らぬ他者」から「顔見
知り」になり、継続的な関わりによって相互理解を醸成することで軋轢を低減する施
策を提案しました。
このような取り組みは、その後の空き家の貸与や移住後の地域コミュニティへの参
画を円滑に進める端緒となるもので、波及効果の大きい取り組みであると考えられま
す。地域振興を単なる誘客ではなく、地域のメンバーを増やす活動であると捉え直し、
そのための具体的な短期的、長期的施策を実現に向けたステップとともに提示した
点で価値ある提案になったのではないかと感じます。

顔の見える誘客

地域振興と住民の日常生活を両立させる　施策を提案せよ

中山間地域の過疎化は、インフラ維持への悪影響や空き家の増加による景観の毀損
など様々な困難をもたらすことが知られています。地域振興のための観光誘客や移住
促進が取り組むべき喫緊の課題である一方、見知らぬ他者が生活の場に入ってくるこ
とに不安を覚える事例も生じています。本課題では、このジレンマを解消し、地域振興と
住民の生活の質をともに向上させる持続可能な地域振興施策の提案を行いました。

●活動概要＆成果
この度、豊能町から「町の活性化、持続可能な観光資源の活用」を課題として提供
いたしました。本町では、法規制や新興住宅地と農山村部の共存など多くのハードル
があり、特に様々な法規制に沿った提案の修正に学生の皆さんは苦労されたことと
思います。最終的な提案は本町の特性を包括した大変に有効と思えるものでした。今
回、多様な視点を元に提案をいただきましたが、このようなダイバーシティ＆インク
ルージョンの考え方は今後ますます重要性が増すものです。今回の経験が、これか
ら社会に羽ばたく学生の皆さんの一助になることを願って止みません。

●課題提供者からの声

「地域振興」と「地域住民の生活の質」という一見相反する事象を両立させる解
決策の提示は、我々にとって大きなチャレンジであった。縁も所縁もない地域の未
来を考えることは容易ではなかったが、現地調査やインタビューにて知見を集積
し、分野横断のチームで意見を交わし、１つの解決策を提案できたことは大きな財
産だと思う。特に、対立構造の中でもビジョンは共通していることを発見できたこ
と、議論が難航した際に、バックキャスティングを用いたことで道が開けた感覚を
体感できたことは今後の糧になるだろう。

●履修生チームの声

課題提供者：豊能町

地域振興と日常生活 人口減少が継続する中、様々な地域で地域振興に向けた
取り組みが行われています。大阪府北部に位置する豊能町では、豊かな自然と都市部
に隣接する立地という特性を活かした有志による積極的な観光誘致活動が奏功し、ハ
イキング、キャンプ客などの交流人口が多く訪れる場所の形成に成功しました。しかし、
その一方で違法駐車や放置ゴミといった弊害が顕在化し、一部の場所で車の乗り入
れを禁止するなど集客を制限せざるを得ない状況に陥りました。
履修生チームは現地でのフィールドワークを通じて、観光誘客を推進する住民グ
ループと抑制的な施策を求める住民グループは移住促進を重視する点で主張に大き
な隔たりがあるわけではなく、齟齬の中心には、見知らぬ他者が日常生活や地域活動
に実害を及ぼすことへの不満があるとの気付きを得ました。
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Advancedコース(3年次～）の活動：自主実践活動
（旧：超域イノベーション実践）

2015～2022年、7カ年、55名の実績 （その他、プログラムからの支援に依らず同様の取り組みをした履修生あり）

派遣についてのデータ （2か国以上に渡って活動した履修生の成果を含む）

在ウガンダ日本大使館での
専門調査員業務を通した
国際的キャリアパス構築
（国際公共政策、ウガンダ3年間）

ライプニッツ研究所での
先進加工プロセスの開発
および産業応用の検討
（工学、ドイツ3ヶ月）

ブルネイにおけるオンサイトセ
ンシングニーズの模索と
その場検出型バイオセンサーの
プロトタイピング
（工学、ブルネイ1カ月＆石川県3週間）

移民が伴う文化的差異への対
応について～ブラジル日系社会
における日本文化移入の調査
活動を通じて～
（文学、ブラジル3か月）

大規模地震災害対策としての
法政策に関する実践的検討
（法学、アメリカ1カ月＆国内各
所1週間）

再生可能エネルギー100％全世界
キャンペーンのネットワーク構築
およびナレッジベース構築
（人間科学、ドイツ7ヵ月）

インターンシップ等を通じて
現場での課題解決に向けた
イノベーションに挑戦

自主実践活動とは、超域イノベーション博士課程プログラムの1年次から2年次までのコースワークで獲得した知識

やスキルを社会における具体的な実践の場で活用することを通じて、それらを集約した総合力を身に付けることを目

的として、履修生が自主的に企画して取り組む活動です。この活動を通じて、それまでの学修の成果をより着実なも

のとするとともに、総合力の着実な獲得やさらなる向上を図ることを目指します。活動内容は、インターンシップや共

同研究の他、履修生の関心や専門に応じた課題に実践的に取り組むことを目指しています。

概要

自主実践活動をデザインするにあたって私が意
識したのは、①超域プログラムでの学修内容が社
会で実際にどのように生かせるのかを検討すると
いう観点と、②社会課題解決の文脈において自身
の専門分野である言語学の強みは何かを探るとい
う観点でした。①に関しては、授業では解決策の立
案まで行いますが、アイデアを試行し、フィードバッ
クを得て改善するというプロセスの繰り返しを体験
することはあまりなく、これらの過程を前提とした
解決策を考える能力の修得が必要であると感じて
いました。②については、私はことばの意味がどの
ように生じるのかという基礎理論的な部分を研究
対象としているため、専門を社会でどう展開するか
という点で苦慮していました。そこで、実践的な社
会課題解決の場に身を置き、社会での自らの立ち
位置を探るということを活動の目的に設定しました。
私が活動先としたのは東京都中央区に拠点を置

くストップイットジャパン株式会社でした。現在開発
中の学校向け健康観察アプリ「シャボテンログ」を
複数の学校で運用し、先生や子どもに使いやすい
機能を見出すという業務に特任研究員として携わ
りました。シャボテンログでは、子どもがWeb上で自
分の“こころ”と“からだ”の状態を4段階評価で入力
し、毎日のアンケートで健康観察項目に回答します。
先生は子どもの回答状況一覧をグラフや表で見る

ことができ、子どもの不調に気づくきっかけが増え
ます。具体的な業務内容としては、アプリを運用す
るためのマニュアルの作成、アプリを運用する学校
のサポート、運用上の優れた点や課題点を抽出し
て活用事例集やアプリ改善案の作成を行いました。
活動を通して感じたのは、本取り組みは現在の

コロナ禍も相俟って極めて多忙な学校の先生や子
どもたちの負担を少しでも軽減し得るものであり、
スピード感を意識したアプリ運用上の課題発見と
改善のサイクルが重要だということです。また、そ
の過程で多くのアンケート・インタビューのデータ
を分析する必要がありましたが、普段行っている言

語学の研究で大量の文例を分析する手法を生か
せたと感じ、これは今までに意識していなかった専
門の強みでした。言語学の手法だけでなく知見も
活かした研究的貢献の模索もしていましたが、こち
らは今後の課題ということになりました。引き続き
特任研究員として携わる中で検討を進めていきた
いと思います。
また本活動は、博士学位研究や非常勤先の大学
での授業運営、その他プロジェクトと同時進行で進
めており、ファーストキャリアとして想定する大学教
員に向けた予行演習および準備にもなっていると
感じました。

ファーストキャリアとしての大学教員を見据えた実践的プロジェクトへの参画
－ 超域での学修と専門研究・言語学を社会に活かす方法の模索 －

言語文化研究科 言語文化専攻　田尾俊輔

※2020年度は、新型コロナ感染症への対応措置として海外での活動を実施せず。2021年度は、国内とオンラインで活動を実施。

様々なリスクがわれわれの生活において顕在化
してきた状況について、社会学者のベックは1986年
に「リスク社会」の概念を提示し、その到来について
言及しました。一方で、中国は躍進的な経済発展の
渦中にあり、西洋と異なる圧縮された近代化の発展
により、グローバルなリスクのみならず、中国固有の
リスクへの対応にも迫られる複雑な時期に陥ってい
ます。こうした不確実性を持つリスクに対応する際
に、社会の力がますます重視されてきています。そこ
で、私は代表的な環境リスクの一つである PM2.5 
問題を取り上げ、情報伝達と認知構造の解明を通し
て、市民参加が促進できるリスクコミュニケーション
のあり方を考える研究に取り組んできました。
博士前期課程では、伝達側からどんな情報が流さ

れるのかを考察しましたが、市民がいかにして情報
を受け取るか、またいかにしてリスク認知を形成す

るかという受容側のことは博士後期課程で課題とし
て研究に取り組んでいます。本活動に取り掛かった
際に、中国においては環境問題に参与する市民の
自主意識とコミュニティにおけるオピニオンリー
ダーが欠乏していることに気づきました。一方、日本
は公害に対応した経験を持ち、また市民社会が相対
的に成熟しているため、公害問題を扱っているNPO
などの団体・組織との交流や参画を通して、中国に
おける環境問題の解決に向けて、何らかの示唆を得
ることを自主実践活動の目的の一つに掲げました。
また社会経験の蓄積やキャリアパスの明確化等へ
の期待を含めて、本活動の計画を立てました。
具体的に、あおぞら財団が主催するイベントであ

る「みてアート」のボランティアに参加し、担当者に対
してインタビューを実施しました。また四日市再生
「公害市民塾」が主催する四日市公害学習の実践交
流会に参加し、四日市公害と環境未来館や上勝町
ゼロ・ウェイストセンターに視察しながら、情報を収
集しました。研究者からの視点を得るために、国立
環境研究所の社会対話・協働推進オフィスとのオン
ライン交流会を企画しました。
本活動を通して、環境問題における市民参加の
意識を向上させるためには、日本の経験からみる
と、地域コミュニティとの連動性と、市民の共感を
引き起こすことが重要であることを認識しました。
また、この活動は研究に示唆を与えた以外に、社会

経験を蓄積させ、国内外のネットワークも拡大させ
ました。さらに独自で計画を立ててから実践活動を
行ったことによって、決断力や対話力が向上し、社
会課題に挑戦できる人材として成長を遂げること
ができたと感じました。このように本活動を通して、
現場でしか体験できない市民の主体性を強く意識
するようになりました。今後は、現場を大切にし、実
生活に根ざした研究者を目指して、努力したいと
考えています。

現場を大切にし、実生活に根ざした研究者を目指して
－ 環境問題における市民意識の向上を促進させる各地の実践活動への考察を通して －

人間科学研究科 博士後期課程　許俊卿

20182017
2021 20222019

2015 2016

派遣期間

1ヶ月

2ヶ月

3ヶ月

4ヶ月

5ヶ月

6ヶ月

7ヶ月

8ヶ月

9ヶ月

3年

※注1：派遣が3年間の者に対するプログラ
ムからの支援は当初の2ヶ月のみ。
※注2：2021年度はオンラインを含めた年
間を通じた活動のため省略。

派遣先の開拓ルート

指導教員のネットワーク・
それを活用した自己開拓

プログラムでの活動を
通じたネットワーク

自己開拓（応募を含む）

C-Engineや産連本部を
活用した自己開拓

派遣先・種別

大学等で研究

NPO等

企業

政府機関等

大学等を拠点に

派遣先・国

日本
アメリカ
イギリス
カナダ
ドイツ
イタリア
フランス
パラオ
スペイン

オーストリア
シンガポール

タイ
ブルネイ
モロッコ
ウガンダ
ブラジル
ルワンダ

スウェーデン
ノルウェー

中国
韓国
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履修から修了までの流れ 履修生の活躍

履修生の研究活動等
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11
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40
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15

26
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6

4

34
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区　分 2018年度 2021年度

74

14

25

13

8

6

52

22

2022年度2020年度

30

12

20

18

13

6

47

16

2019年度

【 2023年2月10日時点、準履修生も含む 】

1期生の武居弘泰さん（工学研究科）は、EDGE INNOVATION CHAL-
LENGE COMPETITION 2016 に混成チームで参加し、総合優勝を獲得
しました（2016年2月28日）。
同アイデアコンペは、文部科学省の産業連携・地域支援課の事業で大学
におけるイノベーション人材の育成を支援する「グローバルアントレプレ
ナー育成促進事業（EDGEプログラム）」の一環として行われたものです。

2期生の鵜飼洋史さん（生命機能研究科）は、オートファジー調整の鍵でア
ミノ酸の一種であるグルタミンが細胞成長を活性化するしくみを発見する
研究の中核的役割を担い、その成果は国際的にも著名な論文誌に掲載さ
れました(2018年4月27日）。
鵜飼さんが本プログラムでの自主的な実践活動の機会を活用して西アフ
リカのガーナを訪問し、いわゆる発展途上国における乳幼児のアミノ酸欠
乏による低成長という実情を知ったこと、その経験から発想して、20種類の
アミノ酸のうちどれが細胞の成長に必要なのか、という疑問を持ちながら
研究を進めたことが、グルタミンの重要性を証明することにつながりました。

3期生の稲富桃子さん（理学研究科）と松野健治教授らの研究グループは、
昆虫の交尾体位と雄生殖器の回転が共進化してきたことを明らかにしま
した。動物の形態と行動は密接に関わっているため、形態だけ、行動だけ
が進化すると、両者に不一致が起こってしまいます。昆虫の交尾体位と生
殖器の向きの進化がこの例に当てはまります。
稲富さんは研究グループの中で実質的な研究代表者としてこの研究に取
り組み、昆虫の交尾体位と生殖器の進化の間に協調性があることを見つ
けました。その成果は、国際的な論文誌（Scientific Reports）に掲載され、
朝日新聞でも紹介されました（2019年2月7日）。

｜ 鵜飼 洋史 さん（生命機能研究科）

｜ 武居 弘泰 さん（工学研究科）

｜ 稲富 桃子 さん（理学研究科）

1期生

2期生

3期生

Basicコースの修了
Basicコースの修了に際しては、プログラム併設の大学院副専攻プログラム（14単位以上）・大学院等高度副プログラム（8単位以上）の

いずれかの修了要件を充足する必要があります。充足した場合には、当該の修了認定証が交付されます。

BasicコースからAdvancedコースヘの進級要件
Basicコースを本履修生として修了した者については別途試験等を受験することなくAdvancedコースへの進級が可能です。なお、

Advancedコースに定員の空きが見込まれる場合に限り、Advancedコース編入試験を実施することがあります。

Qualifying Examination (QE)
本プログラム3年次修了時に、所定単位の取得を前提としてQEを課し、プログラム履修継続の可否について総合的に判定します。在籍

研究科での社会と知の統合に関する専門力の確実な向上を博士論文に関する研究計画書を通じて審査し、本プログラムによって獲得し

た能力および資質の総合的な人物評価を自己評価書に基づくプレゼンテーションおよび面接によって審査します。

Advancedコースの修了要件
Advancedコースの修了に際しては、所定単位の取得を前提として最終試験を課します。最終試験を合格した者にはコースワーク等

修了認定書が授与され、在籍研究科での博士学位の授与に際して学位記にプログラムの修了が付記されます。

履修生支援について

自主的活動への支援制度
履修生が自ら発案する社会課題に関する実践活動について、活動目的や実施計画を審査した上で、一定の範囲内で旅費などの活動経

費を支援します。

チューター教員制度
学修の目標設定やプログラム履修の過程で生じた問題等についての相談を随時受け付け、助言等の支援を行います（Basicコース本履

修生およびAdvancedコース履修生対象）。各履修生に対して2名程度の教員を配置します。

経済的支援制度
●コースワークにおける海外実習、国内実習、その他実践活動等について、旅費等の参加費を支援します。

●給付型奨学金制度（Basicコース本履修生およびAdvancedコース履修生対象）を設けています。支給金額は年度毎に決定します
（2022年度Basicコース本履修生対象支給額：月額6万円）。ただし、受給資格を満たさなくなった場合、支給を停止します。他の給付型
奨学金やフェローシップ、次世代プロジェクト、JSPS特別研究員（DC）研究奨励金との重複受給はできません。

●授業料免除制度（Advancedコース履修生対象）を設けています。

学会発表件数

(国際会議での発表数)

論文発表件数

(レフェリー付論文発表数)

(外国語で作成した論文発表数)

研究発表による受賞件数

履修学生数

(博士後期課程に在籍する履修学生数)

（1）

（2）

（3）
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｜ 井上 裕毅 さん1 ｜ 篠塚 友香子 さん2

【 2016～2022年度のコースワーク修了者の進路状況 】

修了生のキャリアパス 修了生の声

履修生の声

2016-2022年度のコースワーク修了者の就職先（下表）はそれぞれが特徴的なキャリアパスを開拓しており、大学院での研究内容とは
直接的な接続のない業種への就職が多く含まれています。新規開発技術の製品化を社内の多様な部署と調整して進める役割を担う者や
海外における新規事業開発を担う者など、本プログラムで修得した知識やスキルを期待されて、従来の博士人材では考えられなかった道
を歩み始めた多数のチャレンジャーがいます。

2016 文学研究科

2016 人間科学研究科

2016 人間科学研究科

2016 経済学研究科

2016 工学研究科

2016 工学研究科

2016 医学研究科

2016 医学研究科

2017 人間科学研究科

2017 人間科学研究科

2017 理学研究科

2017 生命機能研究科

2017 工学研究科

2017 工学研究科

2017 工学研究科

2017 薬学研究科

2017 薬学研究科

2018 文学研究科

2018 言語文化研究科

2018 経済学研究科

2018 人間科学研究科

2018 人間科学研究科

2018 国際公共政策研究科

2018 国際公共政策研究科

2018 法学研究科

2018 法学研究科

2018 理学研究科

2018 生命機能研究科

2018 工学研究科

2018 工学研究科

2018 工学研究科

2018 工学研究科

2018 工学研究科

2019 人間科学研究科

2019 法学研究科

2019 経済学研究科

2019 理学研究科

2019 医学系研究科

2019 医学系研究科

2019 工学研究科

2019 基礎工学研究科

2020 歯学研究科

2020 工学研究科

2020 国際公共政策研究科

2020 言語文化研究科

2022 言語文化研究科

2022 言語文化研究科

2022 言語文化研究科

2022 工学研究科

2022 工学研究科

文化表現論専攻

人間科学専攻

人間科学専攻

経済学専攻

精密科学・応用物理学専攻

精密科学・応用物理学専攻

医学専攻

保健学専攻

人間科学専攻

人間科学専攻

化学専攻

生命機能専攻

精密科学・応用物理学専攻

環境・エネルギー工学

環境・エネルギー工学

創成薬学専攻

創成薬学専攻

文化表現論

言語社会専攻

経営学系専攻

人間科学専攻

人間科学専攻

比較公共政策専攻

比較公共政策専攻

法学・政治学専攻

法学・政治学専攻

生物科学専攻

生命機能専攻

応用化学専攻

機械工学専攻

地球総合工学専攻

電気電子情報工学専攻

ビジネスエンジニアリング専攻

人間科学専攻

法学・政治学専攻

経済学専攻

宇宙地球科学専攻

医学専攻

保健学専攻

環境・エネルギー工学専攻

物質創成専攻

口腔科学専攻

環境・エネルギー工学専攻

比較公共政策専攻

言語社会専攻

言語文化

言語文化

言語社会

機械工学

ビジネスエンジニアリング

美学

現代思想

環境行動学

ミクロ経済学、一般均衡理論

バイオセンサー

プラズマ工学、超精密加工学

細胞生物学

基礎看護学

現代思想

教育社会学

生物物理化学

細胞生物学

ナノフォトニクス

排水処理

環境創成学、持続可能性科学

生物学無機化学、物理化学

核酸化学、スプライシング制御

演劇学

アメリカ文学

経営学

思想、芸術およびその関連分野

グループ・ダイナミックス

社会科学

経済学

西洋政治思想史

社会科学

生物学

実験美学

化学

設計工学

船舶海洋工学

人工知能、知識工学(オントロジー)

工学教育

認知心理学

法理学・法哲学

公共経済学・財政学

惑星科学

基礎医学

保健学

原子力工学

物性物理学

予防歯科学

磁気科学

国際関係論

アメリカ文学

日本語教育

言語学、英語学、認知言語

ドイツ移民研究

設計工学

複合材料

大阪大学(教員)

神戸市

認定NPO法人 環境エネルギー政策研究所

同志社大学(教員)

シスメックス株式会社

シスメックス株式会社

パナソニック株式会社

日本アイ・ビー・エム株式会社

PwCコンサルティング合同会社

愛知淑徳大学(教員)

株式会社資生堂

ヤンマーホールディングス株式会社

横河電機株式会社

株式会社三菱総合研究所

国連大学サステイナビリティ高等研究所

大阪府

中外製薬株式会社

株式会社リクルートホールディングス

麗澤大学(教員)

広島市立大学(教員)

大阪大学（教員）

京都大学防災研究所(SPD)

追手門学院大学(教員)

ソニーグループ株式会社

京都市地域おこし協力隊・個人事業主

小樽商科大学（教員）

ロート製薬株式会社

個人事業主

パナソニック株式会社

ダイキン工業株式会社

大阪大学(教員)

日本アイ・ビー・エム株式会社

株式会社ツクルバ

立命館大学（PD）

大阪大学（教員）

千葉大学（教員）

宇宙航空研究開発機構 JAXA

独立行政法人医薬品医療機器総合機構

ハーバード大学（PD）

東京電力ホールディングス株式会社

ドイツ研究センターヘルムホルツ協会ユーリッヒ研究センター（研究員）

エム･アール･アイ リサーチアソシエイツ株式会社

パナソニック株式会社

株式会社DigitalBlast

愛知大学（教員）

三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式会社

大阪大学（教員）

大阪大学（教員）

有限責任監査法人トーマツ
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研究室には同じ関心を持つ人が集まるので居心地は良いかもし
れません。しかし、一つの場所に居ては気づけないことがたくさん
あります。超域では異分野の人、学外の人、関心が異なる人たちと
のプロジェクトを通じてコミュニケーションの難しさを学びました。
博士の研究で壁にぶつかった時に私を助けてくれたのは、人と人
の繋がりでした。色々な人と繋がると彼らのアイデア、経験、価値観
を分けてもらえます。超域は、学内学外を問わず人が集まり、普段
できないことが許される「場」です。活用するのは自分次第、そして
最も必要なのは一歩を踏み出す勇気だと思います。
私は現在シスメックス株式会社で凝固分野の事業を企画し、海
外とのコネクションの中軸を担っています。事業企画は開発から販
売、サービスなど全社に網羅的に関わる部門ですが、超域での多
様な経験が今に生きていると、心からそう信じています。

私が超域イノベーションプログラムヘ応募した理由は、自分の視
野を広げたいというシンプルなものでした。そして超域の5年間で、
自分の視野を広げることがいかに大変かを痛感しました。新しいこ
とを吸収すると、自分の既存の価値観が揺らぐ。この揺らぎのなか
で自身の考えを構築しようとするも、なかなか言葉にならない。言
葉にするのが怖くなる。このサイクルに苦しんだ日々でした。
超域では、プレゼンテーションカなど「○○力」と呼ばれるスキル

を強化する機会も沢山あります。将来、就職する時にアピールでき
るのはこれらのわかりやすいスキルかもしれません。しかし私が働
きだしてから思うのは、わかりやすいスキルの習得よりも、悩み苦し
んだ経験が一番の財産だった、ということです。挑戦して、失敗して、
もうやめてしまおうかと思う。でも、もう一度挑戦してみる。この繰り
返しのなかで、皆さんにも本プログラムで未知のことと出会う楽し
みと苦しみを謳歌して欲しいです。

｜ 冷 昕媛 さん2年
私は社会科学の研究をしていますが、社会の役に立てているのか

が分からず少しもどかしさを感じていました。そのため、超域イノベー
ション博士課程プログラムが自分にとって学問と社会の距離を埋め
てくれる大切な実践の場だと思っています。
Basicコースでは、社会課題の発見と解決に関するスキルを磨き、

システム的に社会問題を捉えていくことができました。そのほか、異
分野を専門とする人 と々のディスカッションでは、いつもと違う切り口
から考えていくことに興味津 で々す。
Advancedコースは、時々自分の能力不足に焦りながらも、より本格
的に成長ができる期間だと思います。これまでは、「与えられた社会
課題に取り組む」ことがほとんどでしたが、それとは異なり、問題提起
から解決まで全てを自分でこなすことになります。例えば、同じ物事
に対して、係者同士でも認識が異なるため、調和が取れたディスカッ
ションをどのように設計するか、最後にどのようにまとめていけばよ
いかを考えなければならない状況に何度も遭遇しました。しかし、上
記の実践経験は学問と社会との関わりを縮めていき、自分の研究や
キャリアの可能性を拡大させてくれることだと信じています。

私は、博士前期課程を修了するまで薬学一筋で研究をしており、他
の分野と関わることが全くと言っていいほどありませんでした。超域の
存在を知った時は、素直に面白そうで且つ研究に専念できる支援が受
けられるという印象を受けました。と、同時に全く異なるバックグラウン
ドをもつ学生との交流で本当に視野が広がるのかという「疑念」があり、
それを確かめる意味も込めて超域プログラムに飛び込みました。
超域に入ってからは、授業を通して異分野の学生と様 な々社会課題

に対して、互いの特色を生かしながら解決策を模索するプロセスが学
べました。少し分野が異なるだけでも、課題に対するアプローチもアウ
トプットの仕方もまるで違い、最初は戸惑うこともありましたが、気付け
ば楽しくて活動にのめり込んでいました。また、何気ない雑談からも面
白い発想や話が聞けて、専門研究から頭を切り替えられるのでいい意
味での気分転換になっています。
超域はグローバルな活動を積極的に行える点でも魅力的です。実

際に、超域に来てから海外のアカデミアに挑戦したいと思うようにな
りました。私のキャリアプランを動かし、より大きな目標へと向けてくれ
たのは間違いなく超域のおかげであると思います。

博士
後期

人間科学研究科
（人間科学専攻） ｜ 物江 祐弥 さん1年博士

後期
薬学研究科
（創成薬学専攻）

シスメックス株式会社
PwCコンサルティング
合同会社

期
生

期
生

所属研究科修了
年度

産官
学民所属専攻 専門分野 就職先等
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田中　敏宏 理事・副学長 松田　秀雄 情報科学研究科・バイオ情報工学専攻 教授

■プログラム責任者 ■部門長・ プログラムコーディネーター

氏　名 所　属 職名等 氏　名 所　属 職名等

堤　研二 人文学研究科・人文学専攻 教授
（文学研究科兼務）

山下　仁 人文学研究科・言語文化学専攻 教授
（言語文化研究科言語文化専攻兼務）

進藤　修一 人文学研究科・外国学専攻 教授
（言語文化研究科言語社会専攻兼務）

三好　恵真子 人間科学研究科・人間科学専攻 教授

河森　正人 人間科学研究科・人間科学専攻 教授

西森　年寿 人間科学研究科・人間科学専攻 教授

福井　康太 法学研究科・法学・政治学専攻 教授

浦井　憲 経済学研究科・経営学系専攻 教授

佐々木　晶 理学研究科・宇宙地球科学専攻 教授

石川　春人 理学研究科・化学専攻 講師

中井　正人 理学研究科・生物科学専攻 准教授

河原　行郎 医学系研究科・医学専攻 教授

小川　和彦 医学系研究科・医学専攻 教授

神出　計 医学系研究科・保健学専攻 教授

竹屋　泰 医学系研究科・保健学専攻 教授

古田　貴寛 歯学研究科・口腔科学専攻 教授

齊藤　達哉 薬学研究科・創成薬学専攻 教授

原　圭史郎 工学研究科・フューチャーイノベーションセンター 教授

木多　道宏 工学研究科・地球総合工学専攻 教授

倉敷　哲生 工学研究科・ビジネスエンジニアリング専攻 教授

山口　容平 工学研究科・環境エネルギー工学専攻 准教授

原田　研介 基礎工学研究科・システム創成専攻 教授

南　和志 国際公共政策研究科・国際公共政策専攻 准教授

深川　竜郎 生命機能研究科・生命機能専攻 教授

山﨑　吾郎 COデザインセンター 教授

大谷　洋介 COデザインセンター 准教授

辻田　俊哉 COデザインセンター 准教授

小川　歩人 プログラム特任教員 特任講師

田島　知之 プログラム特任教員 特任講師

永井　裕太 プログラム特任教員 特任助教

高田　佳奈 プログラム特任教員 特任助教

許　俊卿 プログラム特任教員 特任助教

■ 問い合わせ窓口

大阪大学 超域イノベーション博士課程プログラム事務室
〒565-0871 大阪府吹田市山田丘2-1 産学共創D棟2階
TEL： 06-6879-7390  FAX：06-6879-7399　
E-mail: info@cbi.osaka-u.ac.jp

詳しくは超域webサイトをご覧ください。

https://www.cbi.osaka-u.ac.jp

（2023年4月1日現在）




